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(57)【要約】
【課題】インターネットのサイトを利用しているときで
も、ＮＧＮ経由の接続に自動的に切り替えて、ＮＧＮ経
由のサービスをユーザ端末に提供する。
【解決手段】ＨＧＷ９は、ユーザ端末７ａからのリクエ
ストを宛先のアドレスに従いＩＰ網Ｎ１ａ又はＮＧＮ網
Ｎ１ｂのいずれかを介して、リダイレクトサーバ５、サ
ービスプロバイダサーバＮ３に送信する。リダイレクト
サーバ５は、ＩＰ網Ｎ１ａを経由したサービスプロバイ
ダサーバＮ３へのアクセスをＮＧＮ網Ｎ１ｂを経由した
アクセスにリダイレクトさせる。ユーザ端末７ａは、Ｉ
Ｐ網Ｎ１ａを介してサービスプロバイダサーバＮ３の通
信装置のひとつにアクセスしており、所定のサービスプ
ロバイダサーバＮ３との通信は、リダイレクトサーバ５
からのリダイレクト先のアドレス情報に基づき、ＮＧＮ
網Ｎ１ｂを介して通信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ端末と第１の網及び第２の網とを接続し、第２の網を介して前記ユーザ端末に通
信サービスを提供するサービスプロバイダの識別情報を含む第１のリクエストを前記ユー
ザ端末から受信し、第１の網を介して転送するホームゲートウェイと、
　第２の網を介して通信サービスを提供する前記サービスプロバイダの識別情報と、前記
ユーザ端末が第２の網を経由してサービスプロバイダの通信装置にアクセスするためのア
ドレス情報とが対応して記憶され、前記ホームゲートウェイにより転送された第１のリク
エストに含まれるサービスプロバイダの識別情報に基づき、対応するアドレス情報を前記
ユーザ端末に送信するサーバと
を備え、
　前記ホームゲートウェイは、
　前記アドレス情報を含む、前記サービスプロバイダの通信装置にアクセスするための第
２のリクエストを前記ユーザ端末から受信し、
　該第２のリクエストに含まれる前記アドレス情報に従い第２の網のセッションを確立し
、該セッションを介して、受信された第２のリクエストを前記サービスプロバイダの通信
装置に送信する通信システム。
【請求項２】
　前記ホームゲートウェイは、
　第２の網に対応するアドレス情報が予め記憶されたアドレス情報記憶部
を有し、
　第２のリクエストを受信すると、第２のリクエストに含まれる前記アドレス情報が前記
アドレス情報記憶部に記憶されているか確認し、
　記憶されている場合に、第２の網のセッションを確立する請求項１に記載の通信システ
ム。
【請求項３】
　前記第１の網はＩＰ網であり、前記第２の網はＮＧＮ網である請求項１に記載の通信シ
ステム。
【請求項４】
　前記ユーザ端末は、ＩＰ網を介してサービスプロバイダの通信装置のひとつにアクセス
しており、
　所定のサービスプロバイダの通信装置との通信は、前記サーバからのアドレス情報及び
前記第２のリクエストに基づき、ＮＧＮ網を介して通信する請求項３に記載の通信システ
ム。
【請求項５】
　前記第１及び第２のリクエストはＨＴＴＰリクエストであり、
　前記サーバは、
　前記ユーザ端末からの第１のＨＴＴＰリクエストに対してリダイレクト先のアドレス情
報を返信するリダイレクトサーバである請求項１に記載の通信システム。
【請求項６】
　前記第１のリクエストは、ホスト名解決リクエストであり、
　前記第２のリクエストはＨＴＴＰリクエストであり、
　前記サーバは、
　ホスト名解決リクエストに対してアドレス情報を返信する名前解決サーバである請求項
１に記載の通信システム。
【請求項７】
　前記名前解決サーバは、第１の網の名前解決サーバであり、
　前記名前解決サーバが、ホスト名解決リクエストに対して第２の網のアドレス情報を返
信することを特徴とする請求項６に記載の通信システム。
【請求項８】
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　ユーザ端末と第１の網及び第２の網とを接続するホームゲートウェイであって、
　前記ユーザ端末に通信サービスを提供するサービスプロバイダの識別情報と、前記ユー
ザ端末が第１の網及び第２の網のいずれかを経由してサービスプロバイダの通信装置にア
クセスするためのアドレス情報とが対応して記憶されたデータ記憶部と、
　サービスプロバイダの識別情報を含むホスト名解決リクエストを前記ユーザ端末から受
信し、ホスト名解決リクエストに含まれるサービスプロバイダの識別情報に基づき、前記
データ記憶部を参照して対応するアドレス情報を取得し、取得された前記アドレス情報を
前記ユーザ端末に送信する名前解決部と、
　前記ユーザ端末から前記アドレス情報を含む、前記サービスプロバイダの通信装置にア
クセスするためのリクエストを受信し、該アドレス情報に従い第１及び第２の網のいずれ
かを選択し、選択された第１又は第２の網を介して、該リクエストを前記サービスプロバ
イダの通信装置に送信するネットワーク機能部と
を備えたホームゲートウェイ。
【請求項９】
　前記データ記憶部は、
　第２の網に対応するアドレス情報が予め記憶されたアドレス情報記憶部
を有し、
　前記リクエストを受信すると、該リクエストに含まれるアドレス情報が前記アドレス情
報記憶部に記憶されているか確認し、
　記憶されている場合に、第２の網を選択して第２の網を介したセッションを確立し、該
セッションを介して、前記リクエストを前記サービスプロバイダの通信装置に送信する請
求項８に記載のホームゲートウェイ。
【請求項１０】
　前記第１の網はＩＰ網であり、前記第２の網はＮＧＮ網である請求項８に記載のホーム
ゲートウェイ。
【請求項１１】
　ユーザ端末と第１の網及び第２の網とを接続するホームゲートウェイと、
　第２の網を介して通信サービスを提供するサービスプロバイダの識別情報と、前記ユー
ザ端末が第２の網を経由してサービスプロバイダの通信装置にアクセスするためのアドレ
ス情報とが対応して記憶され、前記ホームゲートウェイにより転送された第１のリクエス
トに含まれるサービスプロバイダの識別情報に基づき、対応するアドレス情報を前記ユー
ザ端末に送信するサーバと
を備えた通信システムにおける前記ホームゲートウェイであって、
　前記ホームゲートウェイは、
　第２の網を介して前記ユーザ端末に通信サービスを提供するサービスプロバイダの識別
情報を含む第１のリクエストを前記ユーザ端末から受信し、第１の網を介して転送し、
　第１のリクエストに対する前記アドレス情報を受信した前記ユーザ端末から、前記アド
レス情報を含む前記サービスプロバイダの通信装置にアクセスするための第２のリクエス
トを受信し、
　該第２のリクエストに含まれる前記アドレス情報に従い第２の網のセッションを確立し
、該セッションを介して、受信された第２のリクエストを前記サービスプロバイダの通信
装置に送信する前記ホームゲートウェイ。
【請求項１２】
　前記ホームゲートウェイは、
　第２の網に対応するアドレス情報が予め記憶されたアドレス情報記憶部
を有し、
　第２のリクエストを受信すると、第２のリクエストに含まれる前記アドレス情報が前記
アドレス情報記憶部に記憶されているか確認し、
　記憶されている場合に、第２の網のセッションを確立する請求項１１に記載のホームゲ
ートウェイ。
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【請求項１３】
　前記第１の網はＩＰ網であり、前記第２の網はＮＧＮ網である請求項１１に記載のホー
ムゲートウェイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信システム及びホームゲートウェイに係り、特に、ＮＧＮ（Ｎｅｘｔ　Ｇ
ｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、次世代ネットワーク）経由の接続に自動的に切り
替えができる通信システム及びホームゲートウェイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、ユーザが通信システムのサービスにアクセスする場合、インターネット経由での
アクセスと、ＮＧＮ経由でのアクセスとはそれぞれ独立して行う場合がある。
　また、特許文献１には、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）網を経由するル
ートにおける音声品質が良好でなければ、発信者の指示に従ってあるいはシステムの判断
で自動的に、ＩＰ網内の別ルートあるいはＩＰ網以外の網（例えばＳＴＭ（Ｓｙｎｃｈｒ
ｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ：同期転送モード）網／ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈ
ｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ：非同期転送モード）網）を経由する別ルー
トを選択して電話接続する技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００１－１４４８５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ユーザがインターネット経由でサービスプロバイダのサーバにアクセスしている場合、
サービスプロバイダのサーバがＮＧＮ経由で提供するサービス（例えば、高品質ＶＯＤ（
Ｖｉｄｅｏ　Ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ）、ＩＰ電話などの通信サービス）を利用できない場合
がある。例えば、ＮＧＮ経由で高品質のＶＯＤを配信する場合は、最初からＮＧＮに接続
しておく必要があり、インターネット経由でアクセスしている場合は、一度インターネッ
ト経由の接続を切断し、ＮＧＮ経由でのアクセスを張りなおしてサービスプロバイダにア
クセスすることが必要な場合がある。
【０００４】
　本発明は、以上の点に鑑み、ユーザ端末がインターネットのサイトを利用しているとき
でも、ＮＧＮ経由の接続に自動的に切り替えて、ＮＧＮ経由のサービスをユーザ端末に提
供可能とすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１の解決手段によると、
　ユーザ端末と第１の網及び第２の網とを接続し、第２の網を介して前記ユーザ端末に通
信サービスを提供するサービスプロバイダの識別情報を含む第１のリクエストを前記ユー
ザ端末から受信し、第１の網を介して転送するホームゲートウェイと、
　第２の網を介して通信サービスを提供する前記サービスプロバイダの識別情報と、前記
ユーザ端末が第２の網を経由してサービスプロバイダの通信装置にアクセスするためのア
ドレス情報とが対応して記憶され、前記ホームゲートウェイにより転送された第１のリク
エストに含まれるサービスプロバイダの識別情報に基づき、対応するアドレス情報を前記
ユーザ端末に送信するサーバと
を備え、
　前記ホームゲートウェイは、
　前記アドレス情報を含む、前記サービスプロバイダの通信装置にアクセスするための第
２のリクエストを前記ユーザ端末から受信し、
　該第２のリクエストに含まれる前記アドレス情報に従い第２の網のセッションを確立し



(5) JP 2010-45468 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

、該セッションを介して、受信された第２のリクエストを前記サービスプロバイダの通信
装置に送信する通信システムが提供される。
【０００６】
　また、上述の通信システムにおいて、例えば、
　前記第１及び第２のリクエストはＨＴＴＰリクエストであり、
　前記サーバは、
　前記ユーザ端末からの第１のＨＴＴＰリクエストに対してリダイレクト先のアドレス情
報を返信するリダイレクトサーバである通信システムが提供される。
【０００７】
　さらに、上述の通信システムにおいて、例えば、
　前記第１のリクエストは、ホスト名解決リクエストであり、
　前記第２のリクエストはＨＴＴＰリクエストであり、
　前記サーバは、
　ホスト名解決リクエストに対してアドレス情報を返信する名前解決サーバである通信シ
ステムが提供される。
【０００８】
　また、本発明の第２の解決手段によると、
　ユーザ端末と第１の網及び第２の網とを接続するホームゲートウェイであって、
　前記ユーザ端末に通信サービスを提供するサービスプロバイダの識別情報と、前記ユー
ザ端末が第１の網及び第２の網のいずれかを経由してサービスプロバイダの通信装置にア
クセスするためのアドレス情報とが対応して記憶されたデータ記憶部と、
　サービスプロバイダの識別情報を含むホスト名解決リクエストを前記ユーザ端末から受
信し、ホスト名解決リクエストに含まれるサービスプロバイダの識別情報に基づき、前記
データ記憶部を参照して対応するアドレス情報を取得し、取得された前記アドレス情報を
前記ユーザ端末に送信する名前解決部と、
　前記ユーザ端末から前記アドレス情報を含む、前記サービスプロバイダの通信装置にア
クセスするためのリクエストを受信し、該アドレス情報に従い第１及び第２の網のいずれ
かを選択し、選択された第１又は第２の網を介して、該リクエストを前記サービスプロバ
イダの通信装置に送信するネットワーク機能部と
を備えたホームゲートウェイが提供される。
【０００９】
　さらに、本発明の第３の解決手段によると、
　ユーザ端末と第１の網及び第２の網とを接続するホームゲートウェイと、
　第２の網を介して通信サービスを提供するサービスプロバイダの識別情報と、前記ユー
ザ端末が第２の網を経由してサービスプロバイダの通信装置にアクセスするためのアドレ
ス情報とが対応して記憶され、前記ホームゲートウェイにより転送された第１のリクエス
トに含まれるサービスプロバイダの識別情報に基づき、対応するアドレス情報を前記ユー
ザ端末に送信するサーバと
を備えた通信システムにおける前記ホームゲートウェイであって、
　前記ホームゲートウェイは、
　第２の網を介して前記ユーザ端末に通信サービスを提供するサービスプロバイダの識別
情報を含む第１のリクエストを前記ユーザ端末から受信し、第１の網を介して転送し、
　第１のリクエストに対する前記アドレス情報を受信した前記ユーザ端末から、前記アド
レス情報を含む前記サービスプロバイダの通信装置にアクセスするための第２のリクエス
トを受信し、
　該第２のリクエストに含まれる前記アドレス情報に従い第２の網のセッションを確立し
、該セッションを介して、受信された第２のリクエストを前記サービスプロバイダの通信
装置に送信する前記ホームゲートウェイが提供される。
【発明の効果】
【００１０】
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　本発明によると、ユーザ端末がインターネットのサイトを利用しているときでも、ＮＧ
Ｎ経由の接続に自動的に切り替えて、ＮＧＮ経由のサービスをユーザ端末に提供すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
１．第１の実施の形態
　図１に、リダイレクトサーバを使用した通信システムの構成図を示す。
　本通信システムは、例えば、サービスプロバイダサーバＮ３ａ、Ｎ３ｂ及びＮ３ｃと、
リダイレクトサーバ（サーバ）５と、アクセスゲートウェイ（以下、ＡＧＷ：Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｇａｔｅｗａｙ）６ｂ及び６ｃと、ホームゲートウェイ（以下、ＨＧＷ：Ｈｏｍｅ　
Ｇａｔｅｗａｙ）９とを備える。サービスプロバイダサーバ（以下、単にサービスプロバ
イダを表すこともある。）Ｎ３は、リダイレクトサーバ５を介してＩＰ網（第１の網）Ｎ
１ａ及びＮＧＮ網（第２の網）Ｎ１ｂと接続される。ＨＧＷ９は、ＡＤＳＬ（Ａｓｙｍｍ
ｅｔｒｉｃ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ：非対称デジタル加入者
線）　Ｎ２ｂ及びＡＧＷ６ｂを介してＩＰ網Ｎ１ａと接続される。また、ＨＧＷ９は、Ｆ
ＴＴＨ（Ｆｉｂｅｒ　Ｔｏ　Ｔｈｅ　Ｈｏｍｅ）Ｎ２ｃ及びＡＧＷ６ｃを介してＮＧＮ網
Ｎ１ｂと接続される。ＨＧＷ９は、ユーザ端末７ａと接続される。なお、ＨＧＷ９には、
複数のユーザ端末が接続されることができる。
【００１２】
　ＨＧＷ９は、ユーザ端末７ａからのリクエストを宛先のアドレスに従いＩＰ網Ｎ１ａ又
はＮＧＮ網Ｎ１ｂのいずれかを介して、リダイレクトサーバ５、サービスプロバイダサー
バＮ３に送信する。リダイレクトサーバ５は、ＩＰ網Ｎ１ａを経由したサービスプロバイ
ダサーバＮ３へのアクセスをＮＧＮ網Ｎ１ｂを経由したアクセスにリダイレクトさせる。
【００１３】
　サービスプロバイダサーバＮ３は、例えば、高品質ＶＯＤ、ＩＰ電話などの通信サービ
スを提供する。なお、サービスプロバイダサーバＮ３は、適宜の通信装置であってもよい
。ＡＧＷ６は、例えば、リダイレクトサーバ５が接続する網と、ＨＧＷ９が接続する網と
の間で、プロトコルが異なるデータを相互に変換して通信を可能にする。ユーザ端末７ａ
は、例えば、ＩＰ網Ｎ１ａを介してサービスプロバイダサーバＮ３のひとつにアクセスし
ており、所定のサービスプロバイダサーバＮ３との通信は、リダイレクトサーバ５からの
リダイレクト先のアドレス情報に基づき、ＮＧＮ網Ｎ１ｂを介して通信する。
【００１４】
　図２に、リダイレクトサーバ５の構成図を示す。
　リダイレクトサーバ５は、例えば、第１のデータ記憶部５１と、第１の制御処理部５２
と、プロセッサ（以下、ＣＰＵ）５３と、インタフェース（以下、ＩＦ）５４及び５５と
、ハードディスクドライブ（以下、ＨＤＤ）５６を備える。第１のデータ記憶部５１は、
例えば、ネットワーク機能情報５１０が記憶される。第１の制御処理部５２は、例えば、
第１のネットワーク機能情報管理部５２０を有する。
【００１５】
　ＣＰＵ５３は、リダイレクトサーバ５における各種処理を実行する。なお、第１の制御
処理部５２は、ＣＰＵ５３により実行されてもよい。ＩＦ５４及び５５は、例えば、サー
ビスプロバイダサーバＮ３、ＩＰ網Ｎ１ａ及びＮＧＮ網Ｎ１ｂと通信するためのインタフ
ェースである。ＨＤＤ５６は、リダイレクトサーバ５における各種データを記憶する。な
お、第１のデータ記憶部５１は、ＨＤＤ５６内にあってもよい。
【００１６】
　図３に、ネットワーク機能情報５１０の説明図を示す。
　ネットワーク機能情報５１０は、例えば、サービスプロバイダのＵＲＬ５１１に対応し
て、サービスプロバイダサーバＮ３にアクセスするためのアドレス情報５１２を含む。例
えば、サービスプロバイダのＵＲＬ５１１には、ＮＧＮ網Ｎ１ｂを介してサービスを提供
するサービスプロバイダサーバＮ３のＵＲＬ（ＮＧＮ－ＵＲＬ）が記憶される。また、ア



(7) JP 2010-45468 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

ドレス情報５１２には、ＮＧＮ網Ｎ１ｂを経由してサービスプロバイダサーバＮ３にアク
セスするためのアドレス（ＮＧＮアドレス）が記憶される。
【００１７】
　図４に、ＨＧＷ９の構成図を示す。
　ＨＧＷ９は、例えば、第２のデータ記憶部（アドレス情報記憶部）９１と、第２の制御
処理部９２と、ＣＰＵ９３と、ＩＦ９４及び９５と、ＨＤＤ９６を備える。第２のデータ
記憶部９１は、例えば、ＮＧＮアドレス情報９１０が記憶される。第２の制御処理部９２
は、例えば、第２のネットワーク機能情報管理部（ネットワーク機能部）９２０を有する
。ＣＰＵ９３、ＩＦ９４、ＩＦ９５及びＨＤＤ９６は、上述のリダイレクトサーバ５が備
えるＣＰＵ５３、ＩＦ５４、ＩＦ５５及びＨＤＤ５６と同様である。
【００１８】
　図５に、ＮＧＮアドレス情報９１０の説明図を示す。
　ＮＧＮアドレス情報９１０は、例えば、ひとつ又は複数のＮＧＮアドレス（アドレスリ
スト）を含む。ＮＧＮアドレスは、例えば、図３のＮＧＮアドレス５１２と対応してもよ
い。また、個々のアドレスを含む以外にも、アドレスの範囲や、ＮＧＮ網Ｎ１ｂに対応す
る上位ビットのみが記憶されていてもよい。
【００１９】
　図６に、リダイレクトサーバを用いた場合のネットワーク切り替え時のシーケンス図を
示す。
　ユーザ端末７ａは、第１のＨＴＴＰリクエストをリダイレクトサーバ５に送信する（Ｓ
１０１）。第１のＨＴＴＰリクエストは、例えば、サービスプロバイダサーバＮ３のＵＲ
Ｌ（識別情報）を含む。ここで、ＨＧＷ９は、ＩＰ網Ｎ１ａを介して第１のＨＴＴＰリク
エストをサービスプロバイダサーバＮ３に転送する。リダイレクトサーバ５は、リダイレ
クト先（ＮＧＮのアドレス領域）をユーザ端末７ａに返信する（Ｓ１０３）。例えば、リ
ダイレクトサーバ５は、第１のＨＴＴＰリクエストに含まれるサービスプロバイダサーバ
Ｎ３のＵＲＬに基づき、ネットワーク機能情報５１０を参照して対応するＮＧＮアドレス
情報５１２を取得し、取得されたＮＧＮアドレス情報５１２をリダイレクト先としてユー
ザ端末７ａに送信する。
【００２０】
　ユーザ端末７ａは、リダイレクト先を受信すると、第２のＨＴＴＰリクエスト（ＮＧＮ
のアドレス領域指定）をＨＧＷ９に送信する（Ｓ１０５）。第２のＨＴＴＰリクエストは
、受信したリダイレクト先のＮＧＮアドレスを含む。ＨＧＷ９は、第２のＨＴＴＰリクエ
ストのアドレスが、ＮＧＮのアドレス領域であることを確認し、ＮＧＮのセッションを確
立する（Ｓ１０７）。例えば、ＨＧＷ９は、第２のＨＴＰリクエストのアドレスが、ＮＧ
Ｎアドレス情報９１０に存在することにより、ＮＧＮアドレス領域であることを確認でき
る。ＨＧＷ９は、第２のＨＴＴＰリクエスト（ＮＧＮのアドレス領域指定）をＮＧＮ網Ｎ
１ｂ経由でサービスプロバイダサーバＮ３に送信する（Ｓ１０９）。すなわち、ＮＧＮ網
Ｎ１ｂ経由でサービスプロバイダサーバＮ３にアクセスする。
【００２１】
　図７に、リダイレクトサーバ５のフローチャートを示す。
　リダイレクトサーバ５（例えば、第１のネットワーク機能情報管理部５２０。以下、同
様）は、ユーザ端末７ａより第１のＨＴＴＰリクエストを受信する（Ｓ５１）。例えば、
リダイレクトサーバ５は、ユーザ端末７ａより送信され、ＨＧＷ９、ＡＤＳＬ　Ｎ２ｂ、
ＡＧＷ６ｂ及びＩＰ網Ｎ１ａを経由した第１のＨＴＴＰリクエストを受信する。
【００２２】
　リダイレクトサーバ５は、第１のＨＴＴＰリクエストのＵＲＬ情報を参照し、ネットワ
ーク機能情報５１０にてＮＧＮ－ＵＲＬとして指定されているかを確認する（Ｓ５２）。
例えば、リダイレクトサーバ５が、受信した第１のＨＴＴＰリクエストのＵＲＬ情報に基
づき、第１のデータ記憶部５１に記憶されたネットワーク機能情報５１０のサービスプロ
バイダのＵＲＬ５１１を参照し、該当するＵＲＬが存在することによりＮＧＮ－ＵＲＬと
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して指定されていることを確認する。
【００２３】
　第１のＨＴＴＰリクエストのＵＲＬ情報がＮＧＮ－ＵＲＬである場合（Ｓ５２）、リダ
イレクトサーバ５は、ユーザ端末７ａにリダイレクト先（ＮＧＮのアドレス領域）を返信
する（Ｓ５３）。例えば、リダイレクトサーバ５は、該当するサービスプロバイダのＵＲ
Ｌ５１１に対応するＮＧＮアドレス５１２をネットワーク機能情報５１０より取得し、リ
ダイレクト先としてユーザ端末７ａに送信する。
【００２４】
　一方、第１のＨＴＴＰリクエストのＵＲＬ情報がＮＧＮ－ＵＲＬではない場合（Ｓ５２
）、リダイレクトサーバ５は、第１のＨＴＴＰリクエストをサービスプロバイダサーバＮ
３側の網へ転送する（Ｓ５４）。この場合、例えば、ＩＰ網Ｎ１ａを介してサービスプロ
バイダサーバＮ３からサービスが提供される。
【００２５】
　また、リダイレクトサーバ５は、ユーザ端末７ａより送信され、ＨＧＷ９、ＦＴＴＨ　
Ｎ２ｃ、ＡＧＷ６ｃ及びＮＧＮ網Ｎ１ｂを経由した第２のＨＴＴＰリクエストを受信する
と、サービスプロバイダサーバＮ３側の網へ転送する。
【００２６】
　図８に、ＨＧＷ９のフローチャートを示す。
　ＨＧＷ９（例えば、第２のネットワーク機能情報管理部９２０。以下同様）は、ユーザ
端末７ａより第１及び第２のＨＴＴＰリクエストのいずれかを受信する（Ｓ９１）。ＨＧ
Ｗ９は、ＨＴＴＰリクエストのアドレス（ＩＰアドレス等）情報を参照し、ＮＧＮアドレ
ス情報９１０にてＮＧＮアドレスとして指定されているかを確認する（Ｓ９２）。例えば
、ＨＧＷ９が、受信した第１又は第２のＨＴＴＰリクエストのアドレス情報に基づき、第
２のデータ記憶部９１に記憶されたＮＧＮアドレス情報９１０のＮＧＮアドレスを参照し
、該当するアドレスが存在することで、ＮＧＮアドレスとして指定されていることを確認
する。
【００２７】
　第１又は第２のＨＴＴＰリクエストのアドレス情報がＮＧＮアドレスである場合（Ｓ９
２）、ＨＧＷ９は、ＮＧＮセッションを確立後、ＨＴＴＰリクエストをＮＧＮ網Ｎ１ｂ経
由でサービスプロバイダサーバＮ３に送信する（Ｓ９３）。また、例えば、ＨＧＷ９は、
サービスプロバイダサーバＮ３との間でＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ
　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）によるセッションをＮＧＮ網Ｎ１ｂ経由で確立させ、その後、ＨＴ
ＴＰリクエストをサービスプロバイダサーバＮ３に送信する。これは、上述の第２のＨＴ
ＴＰリクエストに対する処理に相当する。
【００２８】
　一方、第１又は第２のＨＴＴＰリクエストのアドレス情報がＮＧＮアドレスではない場
合（Ｓ９２）、ＨＧＷ９は、ＨＴＴＰリクエストをＩＰ網へ転送する（Ｓ９４）。これは
、上述の第１のＨＴＴＰリクエストに対する処理に相当する。
【００２９】
２．第２の実施の形態
　本実施の形態では、例えば、ユーザが利用するインターネット側のＤＮＳ（Ｄｏｍａｉ
ｎ　Ｎａｍｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）サーバ（名前解決サーバ）が、ＮＧＮ側のホスト名解決を
行う。
【００３０】
　図９に、ＤＮＳサーバを使用した通信システムの構成図を示す。
　本通信システムは、例えば、サービスプロバイダサーバＮ３ａ、Ｎ３ｂ及びＮ３ｃと、
ＤＮＳサーバ８ａ及び８ｂと、ＡＧＷ６ｂ及び６ｃと、ＨＧＷ９とを備える。ＨＧＷ９は
、ＡＤＳＬ　Ｎ２ｂ、ＡＧＷ６ｂ及びＩＰ網Ｎ１ａを介してＤＮＳサーバ８ａ及びサービ
スプロバイダサーバＮ３と接続される。また、ＨＧＷ９は、ＦＴＴＨ　Ｎ２ｃ、ＡＧＷ６
ｃ及びＮＧＮ網Ｎ１ｂを介してＤＮＳサーバ８ｂ及びサービスプロバイダサーバＮ３と接
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続される。ＨＧＷ９は、ユーザ端末７ａと接続される。
【００３１】
　ＨＧＷ９は、上述の第１の実施の形態のＨＧＷ９に対して、さらにユーザ端末７ａから
送信されたＤＮＳリクエスト（ホスト名解決リクエスト）をＤＮＳサーバ８に転送する機
能を有する。その他の処理については、上述の第１の実施の形態と同様である。例えば、
ＨＧＷ９は、ＨＴＴＰリクエストをユーザ端末７ａから受信すると、宛先ＩＰアドレスを
確認する。ＨＧＷ９は、受信したＨＴＴＰリクエストが、ＮＧＮのＩＰアドレスドメイン
であることを確認した場合、ＳＩＰによるＮＧＮのセッションをサービスプロバイダサー
バＮ３との間で確立し、受信したＨＴＴＰリクエストをサービスプロバイダサーバＮ３に
転送する。
【００３２】
　ＤＮＳサーバ８は、ＤＮＳリクエスト（ＮＧＮ－ＵＲＬのホスト名のＤＮＳ解決要求）
に対してアドレス情報（ＮＧＮのＩＰアドレスドメイン）を返信する。ＤＮＳサーバ８の
処理は、通常のＤＮＳサーバと同様である。なお、ＤＮＳサーバ８は、通常のＤＮＳサー
バに対して、さらに、ＮＧＮ網Ｎ１ｂを介してユーザ端末７ａに通信サービスを提供する
サービスプロバイダサーバＮ３のＵＲＬに対応して、ＮＧＮ網Ｎ１ｂを経由してサービス
プロバイダサーバＮ３にアクセスするためのアドレス情報（ＮＧＮアドレス）が記憶され
ている。例えば、ＤＮＳサーバ８ａは、ＩＰ網Ｎ１ａのＤＮＳサーバであり、ＤＮＳ８ａ
が、ユーザ端末７ａからのＤＮＳリクエストに対してＮＧＮ網Ｎ１ｂのアドレス情報を返
信する。なお、ＤＮＳサーバ８ｂが、ユーザ端末７ａからのＤＮＳリクエストに対して、
アドレス情報を返信してもよい。
　サービスプロバイダサーバＮ３及びＡＧＷ６は、上述の第１の実施の形態と同様である
。
【００３３】
　図１０に、ＤＮＳサーバを用いた場合のネットワーク切り替え時のシーケンス図を示す
。
　ユーザ端末７ａは、ＤＮＳリクエスト（ＮＧＮ－ＵＲＬのホスト名解決要求）をＤＮＳ
サーバ８ａに送信する（Ｓ２０１）。ＤＮＳリクエストは、例えば、サービスプロバイダ
サーバＮ３のＵＲＬを含む。ここで、ＨＧＷ９は、例えば、ＩＰ網Ｎ１ａを介してＤＮＳ
リクエストをＤＮＳサーバ８ａに転送する。ＤＮＳサーバ８ａは、ＮＧＮのアドレス領域
をユーザ端末７ａに返信する（Ｓ２０３）。例えば、ＤＮＳサーバ８ａは、ＤＮＳリクエ
ストに含まれるサービスプロバイダサーバＮ３のＵＲＬに基づいて名前解決を行い、ＵＲ
Ｌに対応するアドレス情報をユーザ端末７ａに送信する。ユーザ端末７ａは、アドレス情
報を受信すると、ＨＴＴＰリクエスト（ＮＧＮのアドレス領域指定）をＨＧＷ９に送信す
る（Ｓ２０５）。以降、ステップＳ２０７～Ｓ２０９の処理は、第１の実施の形態のステ
ップＳ１０７～Ｓ１０９と同様である。
　また、ＨＴＴＰリクエスト受信時のＨＧＷ９の動作については、図８に示す第１の実施
の形態のフローチャートの動作と同様である。
【００３４】
３．第３の実施の形態
　本実施の形態では、例えば、ＨＧＷがユーザ端末のＤＮＳサーバとして動作する。
　図１１に、ＤＮＳの機能を有するＨＧＷを使用した通信システムの構成図を示す。
　本通信システムは、例えば、サービスプロバイダサーバＮ３ａ、Ｎ３ｂ及びＮ３ｃと、
ＡＧＷ６ｂ及び６ｃと、ＨＧＷ９０を備える。サービスプロバイダサーバＮ３は、ＩＰ網
Ｎ１ａ及びＮＧＮ網Ｎ１ｂと接続される。ＨＧＷ９０は、ＡＤＳＬ　Ｎ２ｂ及びＡＧＷ６
ｂを介してＩＰ網Ｎ１ａと接続される。また、ＨＧＷ９０は、ＦＴＴＨ　Ｎ２ｃ及びＡＧ
Ｗ６ｃを介してＮＧＮ網Ｎ１ｂと接続される。ＨＧＷ９０は、ユーザ端末７ａと接続され
る。
【００３５】
　ＨＧＷ９０は、例えば、上述の第１の実施の形態のＨＧＷ９に対して、さらにＤＮＳサ
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ーバ機能を有する。
　ＨＧＷ９０は、例えば、ユーザ端末７ａのＮＧＮ－ＵＲＬのホスト名のＤＮＳ解決時に
、ＤＮＳサーバとしてＮＧＮ網Ｎ１ｂのＩＰアドレスドメインをユーザ端末７ａに返信す
る。ＨＧＷ９０は、ＨＴＴＰリクエストをユーザ端末７ａから受信すると、宛先ＩＰアド
レスを確認する。ＨＧＷ９０は、ＮＧＮ網Ｎ１ｂのＩＰアドレスドメインであることを確
認後、ＳＩＰによるＮＧＮのセッションをサービスプロバイダサーバＮ３との間で確立し
、ＨＴＴＰリクエストをサービスプロバイダサーバＮ３に転送する。
　サービスプロバイダサーバＮ３及びＡＧＷ６は、上述の第１の実施の形態と同様である
。
【００３６】
　図１２に、ＨＧＷ９０の構成図を示す。
　ＨＧＷ９０は、例えば、第３のデータ記憶部９７と、第３の制御処理部９８と、ＣＰＵ
９３と、ＩＦ９４及び９５と、ＨＤＤ９６を備える。第３のデータ記憶部９７は、例えば
、第１の実施の形態における第２のデータ記憶部９１に対して、ホスト名解決テーブル９
３０をさらに記憶する。第３の制御処理部９８は、例えば、第１の実施の形態における第
２の制御処理部９２に対して、ＤＮＳサーバ機能部（名前解決部）９４０をさらに有する
。ＣＰＵ９３、ＩＦ９４、ＩＦ９５及びＨＤＤ９６は、上述の第１の実施の形態と同様で
ある。
【００３７】
　図１３に、ホスト名解決テーブル９３０及びＮＧＮアドレス情報９１０の説明図を示す
。
　ホスト名解決テーブル９３０は、例えば、ホスト名９３１に対応してアドレス情報９３
２を含む。ホスト名９３１は、例えば、ＩＰ網Ｎ１ａ又はＮＧＮ網Ｎ１ｂを介してサービ
スを提供するサービスプロバイダサーバＮ３のＵＲＬが記憶される。また、アドレス情報
９３は、ＩＰ網Ｎ１ａ又はＮＧＮ網Ｎ１ｂを経由してサービスプロバイダサーバＮ３にア
クセスするためのアドレス（ＩＰアドレス又はＮＧＮアドレス）が記憶される。
　ＮＧＮアドレス情報９１０は、上述の第１の実施の形態のＮＧＮアドレス情報９１０と
同様である。
【００３８】
　図１４に、ＤＮＳの機能を有するＨＧＷを用いた場合のネットワーク切り替え時のシー
ケンス図を示す。
　ユーザ端末７ａは、ＤＮＳリクエスト（ＮＧＮ－ＵＲＬのホスト名解決要求）をＨＧＷ
９０に送信する（Ｓ３０１）。ＨＧＷ９には、サービスプロバイダサーバＮ３のＵＲＬと
、ユーザ端末７ａがＩＰ網Ｎ１ａ及びＮＧＮ網Ｎ１ｂのいずれかを経由してサービスプロ
バイダサーバＮ３の通信装置にアクセスするためのアドレス情報が対応して記憶されてい
る。ＨＧＷ９は、ユーザ端末７ａからのＤＮＳリクエストに含まれるサービスプロバイダ
サーバＮ３のＵＲＬに基づき、対応するアドレス情報を取得する。ＨＧＷ９０は、取得さ
れたアドレス情報（例えば、ＮＧＮのアドレス領域）をユーザ端末７ａに返信する（Ｓ３
０３）。ユーザ端末７ａは、アドレス情報を受信すると、ＨＴＴＰリクエスト（ＮＧＮの
アドレス領域指定）をＨＧＷ９に送信する（Ｓ３０５）。以降、ステップＳ３０７～Ｓ３
０９の処理は、第１の実施の形態のステップＳ１０７～Ｓ１０９と同様である。
【００３９】
　図１５に、ＨＧＷ９０のフローチャートを示す。
　ＨＧＷ９０は、ユーザ端末７ａよりＤＮＳリクエスト（ホスト名解決要求）を受信する
（Ｓ９０１）。ＤＮＳリクエストは、サービスプロバイダサーバＮ３のホスト名（例えば
、ＵＲＬなどの識別情報）を含む。ＨＧＷ９０（例えば、ＤＮＳサーバ機能部９４０。以
下、同様）が、ホスト名に対応するアドレスをホスト名解決テーブル９３０より検索し、
アドレスをユーザ端末７ａに返信する（Ｓ９０３）。例えば、ＨＧＷ９０は、受信したホ
スト名に基づき、第３のデータ記憶部９７に記憶されたホスト名解決テーブル９３０のホ
スト名９３１を参照し、該当するホスト名に対応するアドレス情報９３２をホスト名解決
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テーブル９３０より取得して、ユーザ端末７ａに送信する。
【００４０】
　ＨＧＷ９０（例えば、第２のネットワーク機能情報管理部９２０。以下、同様）は、ユ
ーザ端末７ａよりＨＴＴＰリクエストを受信する（Ｓ９０５）。ＨＧＷ９０は、ホスト（
アドレス情報）がＮＧＮとして指定されているかを確認する（Ｓ９０７）。例えば、ＨＧ
Ｗ９０は、受信したＨＴＴＰリクエストのアドレス情報に基づき、第３のデータ記憶部９
７に記憶されたＮＧＮアドレス情報９１０のＮＧＮアドレスを参照し、該当するアドレス
が存在することで、ＮＧＮアドレスであることを確認する。ＨＴＴＰリクエストのアドレ
ス情報がＮＧＮアドレスである場合（Ｓ９０７）、ＨＧＷ９０は、ＮＧＮセッションを確
立後、ＨＴＴＰリクエストをＮＧＮ網Ｎ１ｂ経由でサービスプロバイダサーバＮ３に送信
する（Ｓ９０９）。例えば、ＨＧＷ９０は、サービスプロバイダサーバＮ３との間でＳＩ
ＰによるセッションをＮＧＮ網Ｎ１ｂ経由で確立させ、その後、ＨＴＴＰリクエストをサ
ービスプロバイダサーバＮ３へ送信する。
　一方、ＨＴＴＰリクエストのアドレス情報がＮＧＮアドレスではない場合（Ｓ９０７）
、ＨＧＷ９０は、ＨＴＴＰリクエストをＩＰ網Ｎ１ａへ転送する（Ｓ９１１）。
【００４１】
４．その他
　上述の第１～３の実施の形態では、ユーザ端末７ａがインターネットのサイトを利用し
ているときでも、ＮＧＮ網Ｎ１ｂ経由の接続に自動的に切り替えて品質保証や回線認証の
利用をすることができる。また、第１～３の実施の形態では、ＮＧＮ網Ｎ１ｂ経由の接続
に自動的に切り替え後、インターネット経由で当初選択したサービスに自動的に接続する
ことができる。
【００４２】
　なお、第１～３の実施の形態は、例えば、インターネットサイトからＮＧＮ　ＩＰＴＶ
（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ＴｅｌｅＶｉｓｉｏｎ）サービスへのリダイレ
クトなどに用いることができる。また、第１～３の実施の形態は、例えば、ＮＧＮのＳａ
ａＳ（Ｓｏｆｔｗａｒｅ　ａｓ　ａ　Ｓｅｒｖｉｃｅ、例えば、Ｅ－コマースサイトの会
計処理や、インターネットバンキングなど）に用いることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　本発明は、例えば、ユーザが通信システムのサービスにアクセスする場合に、インター
ネット経由でのアクセスと、ＮＧＮ経由でのアクセスとがそれぞれ独立して行われる通信
システムに適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】リダイレクトサーバを使用した通信システムの構成図。
【図２】リダイレクトサーバ５の構成図。
【図３】ネットワーク機能情報５１０の説明図。
【図４】ＨＧＷ９の構成図。
【図５】ＮＧＮアドレス情報９１０の説明図。
【図６】リダイレクトサーバを用いた場合のネットワーク切り替え時のシーケンス図。
【図７】リダイレクトサーバ５のフローチャート。
【図８】ＨＧＷ９のフローチャート。
【図９】ＤＮＳサーバを使用した通信システムの構成図。
【図１０】ＤＮＳサーバを用いた場合のネットワーク切り替え時のシーケンス図。
【図１１】ＤＮＳの機能を有するＨＧＷを使用した通信システムの構成図。
【図１２】ＨＧＷ９０の構成図。
【図１３】ホスト名解決テーブル９３０及びＮＧＮアドレス情報９１０の説明図。
【図１４】ＤＮＳの機能を有するＨＧＷを用いた場合のネットワーク切り替え時のシーケ
ンス図。
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【図１５】ＨＧＷ９０のフローチャート。
【符号の説明】
【００４５】
　　　　Ｎ１ａ　ＩＰ網
　　　　Ｎ１ｂ　ＮＧＮ網
　　　　Ｎ２ｂ　ＡＤＳＬ
　　　　Ｎ２ｃ　ＦＴＴＨ
　　　　Ｎ３ａ、Ｎ３ｂ、Ｎ３ｃ　サービスプロバイダサーバ
　　　　５　リダイレクトサーバ
　　　　６ｂ、６ｃ　アクセスゲートウェイ（ＡＧＷ）
　　　　７ａ　ユーザ端末
　　　　８ａ、８ｂ　ＤＮＳサーバ
　　　　９　ホームゲートウェイ（ＨＧＷ）
　　　　９０　ホームゲートウェイ（ＤＮＳ機能付）
 

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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